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第 2 編では，亜酸化窒素ーアセチレン炎を用いる Y. Nd, Eu , Gd, Er の炎光分析法，および空
気ーアセチレン炎を用いる La ， Gd, Y の分子発光法について，共存物質の妨害，増感作用などにつ
いて研究した結果を述べている。
第 3 編では，亜酸化窒素ーアセチレン炎を用いるY， Nd, Eu , Gd, Tb, Dy, Er の原子吸光法，
および空気-水素炎を用いる Eu， Yb の原子吸光法について，炎光分析法と対比しつつ，共存物質の
影響をしらべたところを述べている。
第 4 編では，レーザー励起による発光分光分析法について適用する試料の適性，検出限界，精度な
ど分析法としての基本的条件についての研究をしたところを述べている。すなわち 希土類元素の発
光強度は，塩化物のような揮発性マトリックスにおいて強く，硫酸塩，酸化物のように熱分解しにく
いものでは弱いので，それらの実験的分類を行っている。
第 5 編では，イオン衝撃質量分析法を希土類元素の分析に適用するための基礎的研究について述べ
ている。本法においても，スペクトル強度に及ぼすマトリックス効果をしらべ，検出限界，精度など
の決定を行い，分析法を確立している。
第 6 編では，炎光および原子吸光法により，希土類元素試料の実用分析を行った結果を述べている。
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希土類酸化物中の不純物は，酸に溶解した試料を直接分析するか， APDC一MIBK 抽出により分離定
量する方式を用いている。希土類は混合人工試料と天然試料について，微量から高濃度に至る広い範
囲につき炎光法，原子吸光法ともに満足すべき値を得ている。
第 7 編では，本論文を総括している。
論文の審査結果の要旨
本論文は，希土類元素を各種の新しい分光学的分析法で分析する上の基礎的検討を加え，その結果
に基いて，種々の改良ないしは考案するなどして，分析法として完成させている上に，それらを実用
分析に適用して，有用であることを確かめている。
とくに，検出限界，精度の決定を精細に行い，それに関する希土類元素相互の共存，不純物の共存
の影響をしらべ，系統的に記載し，実際の試料に当っても直ちに分析法が生かしうるところまで行届
いた研究をしている。これにより，炎光分析法，原子吸光分析法などの現行法の適用範囲を広げると
共に，レーザー励起発光分光分析法やイオン衝撃質量分析法などの新しい方法の完成に貢献している。
以上により，本研究は，工業分析法の発展に寄与するところ多大である。よって，本論文は博士論
文としての価値あるものと認める。
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